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済
南
市
は
、
北
緯
三
六
度
四
〇
分
で
、
日
本
の

長
野
県
長
野
市
と
ほ
ぼ
同
緯
度
に
位
置
し
ま
す
。

中
国
東
沿
岸
地
域
に
あ
る
山
東
省
の
省
都
で
あ
り
、

省
内
の
政
治
・
経
済
・
文
化
の
枢
軸
を
担
っ
て
い

ま
す
。

北
京
か
ら
は
「
動
車
」
と
い
う
新
幹
線
の
よ
う

な
高
速
列
車
で
約
三
時
間
、
日
本
か
ら
も
今
年
の

三
月
か
ら
運
航
さ
れ
て
い
る
関
西
空
港
発
直
行
便

を
利
用
す
れ
ば
飛
行
機
で
三
時
間
弱
で
行
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

人
口
は
六
〇
三
万
人
、
面
積
は
八
一
七
七
k㎡
、

気
候
は
温
帯
で
季
節
風
の
影
響
を
受
け
る
大
陸
性

気
候
で
四
季
が
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。

市
の
南
部
は
世
界
遺
産
で
あ
る
標
高
一
五
四
五
ｍ

の
「
泰
山
」
に
隣
接
し
、
市
の
北
部
は
「
黄
河
」

が
北
の
渤
海
に
向
か
っ
て
市
内
を
貫
い
て
い
ま
す
。

新
石
器
時
代
初
期
に
当
た
る
八
〜
九
千
年
前
の

人
類
の
活
動
の
痕
跡
や
、
二
六
〇
〇
年
以
上
前
の

二
〇
万
㎡
の
城
跡
も
発
掘
さ
れ
、
古
く
か
ら
都
市

と
し
て
栄
え
て
い
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。
ま
た
山
東

省
に
は
「
魯
」
と
い
う
略
称
も
あ
り
、
こ
の
地
方
一

帯
は
斉
魯
地
区
と
呼
ば
れ
、
斉
魯
文
化
発
祥
の
地

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
で
生
誕
し
た
孔

子
を
初
め
、
孟
子
、
荘
子
な
ど
多
く
の
思
想
家
・

文
学
者
・
科
学
者
が
活
躍
し
、
中
国
の
思
想
や
文

化
に
計
り
知
れ
な
い
影
響
を
与
え
て
き
ま
し
た
。

主
な
産
業
は
、
小
麦
・
と
う
も
ろ
こ
し
な
ど
の

農
業
が
盛
ん
な
一
方
、
石
炭
・
鉄
・
石
灰
石
な
ど

　済南市は、孔子の生誕地「曲阜」や、ビールで有名な「青

島」、中国「五大山」のうちの一つとして知られる「泰山」が

ある山東省の省都です。

　湧水が豊富で、「泉のまち（泉城）」として知られています。

また、約4,600年前の龍山文化の発祥地域にあり、古くから

文明が発達しているところです。

地
下
資
源
が
豊
富
で
、
冶
金
・
機
械
・
化
学
工
業

や
紡
績
な
ど
の
工
業
も
発
達
し
て
い
ま
す
。
近
年

で
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
産
業
に
力
を
入
れ
て
い
て
、
市

の
基
幹
産
業
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

経
済
指
標
を
み
る
と
、
二
〇
〇
九
年
の
済
南
市

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
三
三
五
一
・
四
億
元
（
約
四
兆
六
九
一

九
・
六
億
円　

一
元
＝
一
四
円
で
換
算
、
以
下
同
じ
）

と
、
前
年
比
一
二
・
二
％
の
伸
び
率
を
示
し
、
ま
た

市
が
属
す
る
山
東
省
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
三
兆
三
八
〇
五

億
元
（
約
四
七
兆
三
二
七
〇
億
円
）
と
前
年
比
十

一
・
九
％
の
伸
び
率
で
国
内
三
位
に
位
置
し
て
お

り
、
中
国
経
済
全
体
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て

い
ま
す
。

日
本
と
の
関
係
で
は
、
一
九
八
三
年
に
和
歌
山

市
、
一
九
八
五
年
に
山
口
市
と
友
好
都
市
締
結
を

結
び
、
文
化
交
流
、
青
年
交
流
を
は
じ
め
、
経
済
、

教
育
、
都
市
計
画
、
社
会
福
祉
な
ど
の
分
野
に
お

け
る
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

済
南
市
は
「
泉
の
ま
ち
（
泉
城
）」
と
し
て
も
知

ら
れ
、「
七
十
二
名
泉
」
が
あ
る
こ
と
で
有
名
で
す
。

湧
泉
が
豊
富
で
、
そ
の

他
に
も
市
内
名
泉
と
し

て
五
七
三
も
の
泉
が
登

録
さ
れ
、
一
〇
の
大
泉

群
が
あ
り
ま
す
。

中
で
も　

突
泉
（
ほ

う
と
つ
せ
ん
）
は
、「
泉
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企
業
は
約
三
〇
〇
〇

社
、
従
業
員
数
は
約
六
万

人
に
及
び
、
五
〇
〇
以
上

の
外
資
系
企
業
が
進
出

し
、
年
間
生
産
高
が
一
億

元
（
約
一
四
億
円
）
を
超

え
る
企
業
が
四
一
社
、
五

億
元
（
約
七
〇
億
円
）
を

超
え
る
企
業
が
一
四
社
、

一
〇
憶
元
（
約
一
四
〇
億

円
）
を
超
え
る
企
業
が
七

社
あ
り
ま
す
。

こ
の
開
発
区
は
八
つ
の
地
区
か
ら
な
り
、
そ
の

中
の
一
つ
に
「
斉
魯
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
パ
ー
ク
」
が
あ

り
ま
す
。
企
業
数
は
約
六
〇
〇
社
で
、
日
系
企
業

で
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
、
日
立
な
ど
が
進
出

し
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
九
年
対
日
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
輸

出
額
で
は
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ソ
フ
ト
（
済
南
）
有
限
公
司
が

八
〇
〇
万
Ｕ
Ｓ
ド
ル
（
約
七
億
二
千
万
円　

一
ド
ル

＝
九
〇
円
換
算
）
で
、
山
東
省
内
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。

市
は
、
中
国
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
産
業
界
を
代
表
す

る
都
市
に
す
る
た
め
、
従
業
員
数
が
一
万
人
以
上

の
企
業
を
育
成
し
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
産
業
技
術
を

高
め
、
二
〇
一
五
年
ま
で
に
市
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
産

業
の
年
間
売
上
収
入
一
七
〇
〇
億
元
（
二
万
三
八

〇
〇
億
円
）
を
実
現
す
る
と
い
う
目
標
を
発
表
し

ま
し
た
。
年
平
均
二
五
％
以
上
の
成
長
を
実
現
す

る
と
と
も
に
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
割
合
を
約
一
〇
％

に
す
る
と
い
う
目
標
で
す
。

中
で
も
興
味
深
い
の
が
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
区

の
中
に
「
済
南
国
家
ア
ニ
メ
・
ゲ
ー
ム
産
業
基
地
」

と
い
う
こ
ち
ら
も
国
家
に
認
定
さ
れ
た
ア
ニ
メ
・
ゲ

ー
ム
産
業
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
拠
点
が
あ
る
こ

と
で
す
。

中
国
で
も
日
本
の
ア
ニ
メ
は
、
宮
崎
駿
氏
の
作

品
を
は
じ
め
ド
ラ
え
も
ん
、
ワ
ン
ピ
ー
ス
他
幅
広

く
人
気
が
あ
り
ま
す
が
、
中
国
政
府
は
海
外
ア
ニ

メ
の
テ
レ
ビ
放
映
に
規
制
を
か
け
て
い
て
、
そ
れ
が

年
々
厳
し
く
な
り
、
現
在
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
で

あ
る
午
後
五
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
は
放
映
で
き

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
以
外
の
時
間
帯
で
の

放
送
に
つ
い
て
も
中
国
国
内
の
放
送
全
般
を
管
理

す
る
「
国
家
映
画
テ
レ
ビ
放
送
総
局
」
の
許
可
が

必
要
と
な
り
、
放
送
時
間
の
内
外
比
率
も
七

：

三

を
下
回
っ
て
は
い
け
な
い
な
ど
と
規
制
を
徹
底
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
規
制
が
影
響
し
た
の
か
、

昨
年
の
春
節
（
中
国
の
お
正
月
（
旧
正
月
））
に
上

映
さ
れ
た
、
中
国
国
産
ア
ニ
メ
「
喜
羊
羊
与
灰
太

狼
（
通
称

：

シ
ー
ヤ
ン
ヤ
ン
）」
が
、
そ
れ
ま
で
三

年
間
の
テ
レ
ビ
放
送
で
数
多
く
の
フ
ァ
ン
を
得
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
国
産
ア
ニ
メ
映
画
と
し
て
史
上

最
高
の
興
行
収
入
を
記
録
し
た
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
開
発
区
を
建
設
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

優
遇
措
置
を
と
り
な
が
ら
、
国
内
産
ア
ニ
メ
生
産

拡
大
の
た
め
の
環
境
を
整
え
、
ア
ニ
メ
産
業
に
お
い

て
も
よ
り
一
層
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

の
ま
ち
」
の
シ
ン
ボ
ル
で
「
天
下
第
一
泉
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
に
お
け
る
都
市
人
口
の
増

加
や
経
済
成
長
な
ど
に
よ
る
水
の
需
要
量
の
増
加

な
ど
で
噴
出
が
止
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
二
〇
〇
七
年
に
は
「
済
南
市
名
泉

保
護
条
例
」
を
公
布
し
、
都
市
計
画
・
環
境
保
護
・

農
林
水
産
業
な
ど
各
部
門
に
お
い
て
、
よ
り
一
層

名
泉
保
護
の
た
め
の
施
策
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

そ
の
成
果
も
あ
り
、
今
な
お
良
質
な
湧
水
が
絶
え

間
な
く
噴
出
し
、
そ
の
美
し
い
姿
を
眺
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

中
国
に
は
、
外
国
か
ら
の
資
本
導
入
お
よ
び
先

進
技
術
の
獲
得
を
目
的
と
し
て
開
発
区
内
の
生
産

型
企
業
に
対
し
優
遇
税
制
が
適
用
さ
れ
る
経
済
技

術
開
発
区
が
あ
り
ま
す
が
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
の
発

展
を
目
的
と
し
て
一
九
九
一
年
に
国
務
院
に
よ
り
設

立
が
承
認
さ
れ
、
ハ
イ
テ
ク
企
業
と
し
て
の
認
定

を
受
け
た
場
合
の
み
優
遇
措
置
を
受
け
ら
れ
る
ハ

イ
テ
ク
産
業
開
発
区
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。

市
に
は
、「
済
南
高
新
技
術
産
業
開
発
区
」
と
い

う
ハ
イ
テ
ク
産
業
開
発
区
が
あ
り
、
近
年
著
し
い

発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
総
面
積
は
八
三
k㎡
、
学

校
や
団
地
も
あ
り
、
一
つ
の
ま
ち
を
形
成
し
、
多
く

の
雇
用
を
創
出
し
て
い
ま
す
。
済
南
市
の
主
要
幹

線
道
路
も
区
内
を
通
り
、
済
南
国
際
空
港
か
ら
も

車
で
約
一
五
分
と
交
通
が
大
変
便
利
で
輸
送
に
も

適
し
て
い
ま
す
。

中
国
経
済
成
長
を
支
え
る

開
発
区

全
国
大
会
開
催
を
機
に
整
う

イ
ン
フ
ラ
整
備

c斉魯ソフトウェアパーク
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本
年
三
月
二
日
か
ら
、
山
東
省
を
本
拠
地
と
す

る
山
東
航
空
が
、
関
西
空
港
と
済
南
空
港
と
を
結

ぶ
定
期
便
の
就
航
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

は
、
日
本
か
ら
の
直
行
便
が
存
在
し
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
週
二
便
が
定
期
的
に
就
航
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
、
特
に
関
西
圏
か
ら
、
今
回
ご
紹
介
を
し
た

済
南
市
を
は
じ
め
近
郊
地
域
へ
の
観
光
・
ビ
ジ
ネ

ス
両
面
か
ら
の
需
要
が
期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、

日
中
両
国
の
地
域
間
に
お
い
て
も
、
友
好
交
流
や

相
互
親
善
に
よ
る
人
の
交
流
、
ま
た
お
互
い
の
地

域
活
性
化
に
直
接
つ
な
が
る
経
済
交
流
が
よ
り
積

極
的
に
展
開
さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

当
事
務
所
で
毎
年
開
催
し
て
い
る
「
日
中
地
域

間
交
流
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」
を
今
年
度
は
こ
こ
山
東

省
済
南
市
で
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
二

〇
〇
二
年
度
か
ら
開
催
し
て
い
る
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、

毎
回
、
日
中
両
国
の
自
治
体
関
係
者
を
中
心
に
多

く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
開
催

予
定
時
期
は
八
月
上
旬
、
会
議
参
加
料
は
無
料

（
旅
費
、
宿
泊
費
等
は
実
費
負
担
）
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
自
治
体
関
係
者
を
は
じ
め
数
多
く
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
本
セ
ミ
ナ
ー
で
展
開

さ
れ
る
議
論
等
を
通
じ
て
、
各
都
市
・
地
域
に
お

い
て
実
施
さ
れ
る
地
域
活
性
化
施
策
へ
の
一
助
と
な

れ
ば
幸
甚
で
す
。

中
国
で
二
年
に
一
度
開
催
さ
れ
て
い
る
国
内
最

大
の
国
際
園
林
花
卉
博
覧
会
が
昨
年
九
月
二
四
日

か
ら
本
年
五
月
八
日
ま
で
市
西
部
に
位
置
す
る
長

清
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
場
は
、
一
九
六
二
年
に
建
設
さ
れ
た
ダ
ム

を
利
用
し
て
造
ら
れ
、
敷
地
面
積
は
、
三
四
四
・

九
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
太
陽
光
発
電
や
地
熱
を
利
用

し
た
設
備
、
自
然
光
を
室
内
に
取
り
込
む
技
術
を

導
入
す
る
な
ど
、
最
先
端
の
科
学
技
術
を
駆
使
し
、

環
境
に
配
慮
し
た
取
組
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
国
政
府
は
毎
年
六
〇
億
元
（
約
八
四
〇
億
円
）

を
緑
化
に
投
資
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
は
建
国
六

〇
周
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
一
〇
〇
億
元
（
約
一

四
〇
〇
億
円
）
が
投
資
さ
れ
、
過
去
最
大
の
規
模

で
開
催
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
回
は
〝
文
化
伝
承
、
科
学
発
展
〞
を
テ
ー
マ

に
国
内
四
八
都
市
な
ど
を
は
じ
め
、
世
界
二
三
カ

国
九
〇
都
市
な
ど
か
ら
一
〇
八
の
庭
園
が
展
示
さ

れ
、
日
本
か
ら
も
和
歌
山
市
や
山
口
市
、
浜
松
市

か
ら
各
地
の
特
徴
を
生
か
し
た
個
性
的
な
庭
園
が

出
展
さ
れ
て
い
ま
す
。

閉
会
後
も
恒
久
的
に
維
持
さ
れ
、
中
国
を
は
じ

め
世
界
各
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
特
色
や
文
化
を
感
じ

ら
れ
る
庭
園
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
わ
り
に

北
京
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
第
十
一
回
全
国
運
動
会
」
や
「
第
七
回
中
国

（
済
南
）
国
際
園
林
花
卉
博
覧
会
」
な
ど
中
国
を

代
表
す
る
大
規
模
な
全
国
大
会
が
二
〇
〇
九
年
に

開
催
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
市
内
は
イ
ン
フ
ラ

整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

二
〇
〇
八
年
の
固
定
資
産
投
資
総
額
は
、
一
四

一
五
・
三
億
元
（
一
兆
九
八
一
四
・
二
億
円
）
で
あ

り
、
全
国
運
動
会
関
連
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
建
設
に
五
四
・
五
億
元
（
七
六
三
億
円
）、

園
林
花
卉
博
覧
会
関
連
で
は
、
会
場
・
施
設
建
設

に
五
・
六
億
元
（
七
八
・
四
億
円
）
が
投
資
さ
れ

ま
し
た
。
中
で
も
交
通
・
運
輸
・
郵
政
業
に
投
資

さ
れ
た
額
は
一
三
四
・
四
億
元
（
一
八
八
一
・
六
億

円
）
で
前
年
比
八
四
・
三
％
増
と
大
幅
に
増
加
し
、

大
会
開
催
に
備
え
道
路
な
ど
の
整
備
が
急
速
に
進

み
ま
し
た
。

済
南
市
は
山
東
省
の
鉄
路
・
幹
線
道
路
・
空
路

の
中
心
で
、
中
国
各
地
と
も
ア
ク
セ
ス
が
よ
く
、
コ

ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
も
所
有
し
て
い
ま
す
。
鉄
道
は

青
島
―
済
南
を
結
ぶ
膠
済
（
こ
う
さ
い
）
線
、
北

京
―
上
海
を
結
ぶ
京
滬
（
け
い
こ
）
線
、
河
北
省

邯
鄲
（
か
ん
た
ん
）
市
―
済
南
を
結
ぶ
邯
済
線
が

交
わ
り
、
日
本
か
ら
輸
入
さ
れ
た
新
幹
線
を
ベ
ー

ス
に
し
た
高
速
列
車
も
乗
り
入
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
一
部
の
路
線
は
政
府
や
山
東
省
に
よ

り
拡
大
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
国
内
物
流
の
要
と

し
て
益
々
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

第
七
回
中
国（
済
南
）国
際
園
林

花
卉
博
覧
会
に
つ
い
て

c第7回中国（済南）国際園
林花卉博覧会（会場全体図）


